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第7号
小山田地区防災連絡協議会

災害避難者を確認後､防災訓練を行う山田町の皆さん　高齢者若者センター広場にて

積み重ねる防災訓練
～積極的にご参加を～

小山田地区防災連絡協議会　会長　萩　伸元

地震は､苗から災害の中で最も恐れられてきました｡災害の原因である地震や台風は人の力ではまったく

どうすることもできません.しかし､災害に対する被害をできる限り小さくすることはできるのです｡日ごろ

から自治会活動などに自分から進んで参加し､人のつながりや防災訓練でいのちを守ることの大切さをよく

認識し､万が一に備えることが大切です｡

いま､東海地震や乗南海地震の発生が確実視されています｡また活断層もあり､過去1 00-1 50年の間隔で

巨大地震が起きていることも事実です｡この地域の地勢は､活断層による地震被害を受けた神戸市とよく似

ています｡直下型地震が起きれば大きな被害が予想されます｡阪神･淡路大震災は､消防など公的機関による

初期対応や､素早い被災者救済の限界を象徴した災害であったとも言われます｡

私たちは､自助･共助の視点で官と民が一体となり､積極的かつ計画的な､地道に続ける防災訓練の積み重

ねが､やがて後日役立つことを教訓として学びました｡
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役員･組長･各班代表･自主防災隊員によ

る情報伝達･避難誘導訓練の後､災害用簡

易携帯浄水器のお披露日を兼ねた試運転

及び試飲､ラジオ付きマルチ電灯の使用説

明､アルファ米などによる炊き出しと､3

ブースに分けて訓練を実施した｡



消火機材の点検及び使用訓練､水消火器

による初期消火訓練､担架を用いた救護訓

練を実施｡アルファ米の炊き出し訓練や防

災啓発ビデオ上映､A E Dの取扱いと応急

処置の救命講習も行い､地域住民に日頃か

らの防災･防火を呼びかけた｡
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防災啓発車『まなぶくん』による震度体

験では震度6強の揺れを体感｡また､てん

ぷら油火災の初期消火訓練､消火栓ホース

の接続及び放水訓練を実施｡次世代を担う

子どもたちをはじめ､幅広い年齢層が参力O

L､身近な防災訓練となった｡



『自分達の町は自分たちで守る』をコンセプトに小山田消防分団は､災害時には消火や救助活動などを行い､

平常時には災害予防･啓発活動や､消火･防災訓練指導などを担い､地域の安全確保に究めています｡

小山田消防分団は分団長､伊藤忠夫以下2 2名の団員で活動してきましたが､四E]市市と楠町の合併によ

り､平成22年4月1日に消防団の再編が行われました｡それに伴っこ①災害活動　②予防広報活動　③訓

練指導活動　④大規模災害活動を行う機能別団員が採用され､この活動も始まっています｡

I 1.消防分団の活動

(1 )火災発生時の消火活動

-昨年冬季の小LIJ田地区は､家屋火災が連続発生し犠牲者3名が出る異常事態でした.

続いて平成2 2年4月には､ 2名の犠牲者が出る痛ましい火災が記憶に新しいところです｡

これらの火災には､小山田消防分団はいち早く消防車で出動し､消防署と協力して消火活動にあ

たりましたが､残念なことにいずれも全焼となってしまいました｡

また､昨秋に続いて8月には､放火と思われる工場火災が発生し､連夜警戒パトロールも行って

います｡幸いにもその後は沈静化しましたが､本当に因った出来事です｡
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(2)防災訓練などの住民指導

建物火災の消火活動

平成1 9年度から､地区全体の防災訓練は廃止され､町別自主防災訓練に移行しています｡

平成22年度も小山田地区全9町でそれぞれ防災訓練が実施され､小山田消防分団は次の8町に

おいて指導を行いましたo訓練では参加者全員が､見学ではなく体験していただく様に実力してい

ます｡万一災害が発生した時には､この体験が初期の対応に役立って来ます｡

訓練の回数を重ねる毎に子供からお年寄りまで幅広い年代の参加者が増え､また繰り返し訓練

を行うことで防災のレベル向上が心強く感じられる様になって来ました｡

鞍-Bit ･さで
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11月14日小山町

11月21日　堂ケ山町

11月28日　和無田町

1月　9日　六名町



(3)火災予防･啓発活動

三重県消防協会北勢支会長表彰　表彰徽章　辻　　弘幸さん

三重県消防協会北勢支芸長表彰　表彰徽章　日中　重樹さん

三重県消防協会北勢支会長表彰　表彰徽章　市川真之介さん

四日市市長表彰　消防団功労者表彰　　　　坂井　　弄さん

テレビ･新聞等で､火災の逃げ遅れによる犠牲者の報道がされ

ます｡呑･秋の火災予防週間には､法律で義務化された｢住宅用火

災警報器｣の取り付けを重ねてお願いして参りましたが､残念な

がらまだまだ設置の割合は低い様に見受けられます｡

｢住宅用火災警報器｣は､家庭内の火災をいち早くキャッチし､

逃げ遅れの犠牲者を減らすための切り札ですので､まだ設置し

ていない家庭では早急に設置をお願いします｡

これが『自分達の町は自分たちで守る』主旨です｡

l2.消防出初式
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平成22年の消防出初式が､ 1月9日(日)に挙行されました｡出初式では､消防車の分列行進､表彰､

アトラクション(はしご乗り競技･幼稚園児の踊り)､防災ヘリの救助､一斉放水等が行われました.

小山田分団昌も頑張っていますので来年は是非見に来て下さい｡

出初式当日の小山田分団昌

I 3.消防団昌の募集

2年連続｢防災おやまだ｣で､女性消防分団員

の募集案内を行って参りましたが､残念ながら

1人の応募もありませんでした｡他の地区では

既に数名の女性が入回し､活躍されていますので､

大変羨ましく思っております｡

小山田地区在住､または勤務している1 8歳以

上で健康な方であればどなたでも入団できます

ので､ぜひ応募してください｡
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小山田分団昌による一斉放水



『避難所運営を支えたものは? 』～人々を救ったのは､人の心～

◎神戸市教育委員会震災学習交流センター近藤豊宣氏

1月1 5日(士)､小山臼地区防災連絡協議会委員及び小山田地区消防分団員を対象に防災講演芸が

行われました｡阪神･淡路大震災当時､避難所となった神戸市鷹取中学校で校長を勤められていた近藤

豊宣さんが､大震災を乗り越えた経験をもとに当時の避難所の実態を生々しく語られました｡
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